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～ 旺文社の高校入試合格突破シリーズ ～
『高校入試 面接対策』に続き

『高校入試 小論文・作文対策』 11/12 刊行

教育出版の株式会社旺文社(本社：東京都新宿区、代表取締役赤尾文夫)は、近年多くの高校が入試に
取り入れている小論文・作文を出題傾向に沿って効率的に学習できる『高校入試 小論文・作文対策』を
11 月 12 日に刊行いたします。

既刊の『高校入試 面接対策』とともに活用することで、高校入試の新傾向を完全攻略し、万全な受験対
策につなげていただけます。

■刊行の背景
 「面接」「作文」というと、推薦入試の課題というイメージが根強くありますが、実際には多数の公立高校

の一般入試にも取り入れられており、更に増加の傾向にあります。
・面接・・ 年々増加しており、約 7 割の都道府県が公立高校の入試に導入。

推薦入試ではほぼ全校が実施。
・作文・・ 全都道府県の 8割で出題。 推薦入試でも約 6 割が作文または小論文を出題している。

私立高校も推薦入試では半数近くが作文を出題。
高校受験は、各教科の成績だけではなく、面接、作文の結果のバランスがとれていないと、突破できな
くなってきています。

 しかしながら、「面接」や「作文」は明確な解答があるものではないだけに学習方法がわからず、多数の
受験生が十分に準備できないまま試験に臨んでいます。

 そこで、旺文社では、「面接」「作文」にそれぞれ特化し、公立か私立か、推薦か一般か、といった学校や
試験形式に関わらず、高校受験を目指す受験生全てが活用できる対策本を開発しました。

■書籍概要
両書籍ともワーク形式になっており、流れに沿って自分で答えを書き込んでいくと、最終的に自分だけのオリ
ジナル対策本が完成するようになっています。

【書名】『高校入試 面接対策』 （2009 年 9 月 25 日刊行）

著 者 ： 旺文社編
判 型 ： 本冊：B5 判 136 ページ ２色刷り/オールカラー

別冊（直前ブック）：B6判 16ページ オールカラー
実践！面接 CD、切り取り式面接カード 付き

定 価 ： 1,155 円（税込）
内 容 ： ・初めての面接で、誰もが悩む対策法をていねい

に解説。

・ワークに沿って自己分析をしながら進めること

で、面接で最もよく聞かれる「自己ＰＲ」や「志望

動機」についてもスムーズに対応可能に。

・マナーや本番シミュレーションはイラストでわかり

やすく解説。

・保護者面接対策も網羅。

・聞きながら練習できる「実践ＣＤ」、家族や友人と

練習できる「面接カード」、面接当日に試験会場

まで持っていける「直前チェックブック」も付いて

充実。



【書名】『高校入試 小論文・作文対策』 （2009 年 11 月 12 日刊行）

以上

【お知らせ】

11/16、中学生と保護者のための高校進学支援サイト『高校受験パスナビ』スタート

近年、過熱する中学受験や大学全入時代についてなど、中学
受験、大学受験が大きくクローズアップされる一方で、高校受
験の情報量は圧倒的に少ない状況です。
文部科学省が発表した「平成 20 年度学校基本調査」によれ
ば、平成 20 年 3月の中学校卒業者数は 119 万 9 千人。高等
学校等への進学率（通信制課程を含む）は 97.8％と、過去最
高となっています。
そんな中、高校受験の入試制度は多様化・複雑化が急速に
進んでおり、タイムリーな情報提供やサポートが必要となって
います。
そこで、旺文社は、歴史と実績のある教育出版社ならではの
情報やデータを活用し、受験生と保護者を強力にサポートす
る高校進学支援サイト『高校受験パスナビ』を 11 月 16 日より
スタートいたします。
『高校受験パスナビ』の詳細は、スタート当日、ニュースリリー
スにてお知らせする予定です。

【会社概要】
社 名： 株式会社 旺文社
代 表 者： 代表取締役 赤尾 文夫
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事業内容： 教育・情報をメインとした総合出版と事業
U R L： http://www.obunsha.co.jp/

【本件に関するお問い合わせ先】
株式会社旺文社 広報担当：山縣(ヤマガタ)・三澤(ミサワ)
TEL:03-3266-6495 FAX:03-3266-6849 E-mail：pr@obunsha.co.jp

＜サイトイメージ＞

著 者 ： 旺文社編
判 型 ： B5 判 128 ページ ２色

原稿用紙付き
定 価 ： 1,155 円（税込）
内 容 ： ・近年の出題傾向に合わせてあらゆる形式の

問題を解説。

・ワーク形式で自分の意見や考えを適切に伝える

表現力が身に付く。

・作文と小論文の違い、それぞれの出題形式を

丁寧に解説。

・全ての問題に作文例を掲載。

・練習用の原稿用紙付き。


